令和２年度入学者選抜実技検査内容資料２

（大阪府立東住吉高等学校芸能文化科における「口頭試問」）

大阪府教育委員会

　実技検査の一部として、次に示す「口頭試問」を実施する。なお、実技検査の日程等については、令和２年度大阪府公立高等学校入学者選抜実施要項（令和元年10月公表）を参照のこと。

〔内容〕
　　府教育委員会があらかじめ提示した下記の「課題」について、受験者は各自で事前に調査や考察等の探究を行い、その成果についての質問に口頭で答える。

〔課題〕
　　次の内容について、口頭試問で自分の考えを答えられるようにしておくこと。

	高校生になったあなたは、小学生に日本の古典芸能に興味をもってもらうために、６年生10人を対象として、ミニ講座を行うことになりました。
そこであなたは、古典芸能の演技や音楽、衣装など様々な表現方法のうち、いずれかの表現方法について調べ、伝えたいことをまとめました。その内容について、担任の先生に１分間で報告するとすれば、どのような報告をしますか。



〔評価〕
　　次の４つの観点で評価を行う。
課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現
＊口頭試問において、受験者が行った調査や考察等について、上記の４つの観点に関する質問を行い、探究力等を評価する。

〔その他〕
　　検査は、１人ずつ実施する。
　　実施時間は、受験者１人当たり、５分程度とする。
検査室へ資料や筆記用具を持ち込むことはできない。
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